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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面層を備えたフューザー部材であって、
　前記表面層が、フルオロエラストマーと、ペルフルオロポリエーテル化合物と、オキシ
アミノシランとを含む反応混合物からつくられるフルオロエラストマー・ペルフルオロポ
リエーテルコンポジットを含み、
　前記ペルフルオロポリエーテル化合物は、末端オキシシラン基を含み、
　前記オキシアミノシランと前記ペルフルオロポリエーテル化合物のモル比は、約２：１
～約１：１０である、フューザー部材。
【請求項２】
　前記フルオロエラストマーと前記ペルフルオロポリエーテル化合物の重量比は、約５０
：４０～約８５：５である、請求項１に記載のフューザー部材。
【請求項３】
　前記オキシアミノシランは、末端がアミノのシロキサンである、請求項１に記載のフュ
ーザー部材。
【請求項４】
　前記オキシアミノシランは、末端がアミノプロピルのポリジメチルシロキサンである、
請求項３に記載のフューザー部材。
【請求項５】
　前記末端がアミノのシロキサンは、分子量が約５００～約１５００である、請求項３に
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記載のフューザー部材。
【請求項６】
　前記表面層は、フィラーを含む、請求項１に記載のフューザー部材。
【請求項７】
　前記フィラーは、前記表面層の重量に対して５～約２０重量％の量で含まれる、請求項
６に記載のフューザー部材。
【請求項８】
　前記フィラーは、カーボンブラック、酸化鉄、カーボンナノチューブ、グラファイト、
グラフェン、炭素繊維からなる群より選択される、請求項６に記載のフューザー部材。
【請求項９】
　前記フィラーは、平均粒径が約２ナノメートル～約１０ミクロンである、請求項６に記
載のフューザー部材。
【請求項１０】
　フューザー部材の表面層を製造する方法であって、
　表面層組成物を型に堆積させることと、
　前記表面層を高温で硬化させることと、
　を含み、
　前記表面層が、フルオロエラストマーと、ペルフルオロポリエーテル化合物と、オキシ
アミノシランとを含む反応混合物からつくられるフルオロエラストマー・ペルフルオロポ
リエーテルコンポジットを含み、
　前記ペルフルオロポリエーテル化合物は、末端オキシシラン基を含み、
　前記オキシアミノシランと前記ペルフルオロポリエーテル化合物のモル比は、約２：１
～約１：１０である、方法。
【請求項１１】
　前記硬化は、約４００°Ｆ～約５００°Ｆの温度で行われる、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記フルオロエラストマーと前記ペルフルオロポリエーテル化合物の重量比は、約５０
：４０～約８５：５である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　表面層を含むフューザー部材を備え、
　前記表面層が、フルオロエラストマーと、ペルフルオロポリエーテル化合物と、オキシ
アミノシランとを含む反応混合物からつくられるフルオロエラストマー・ペルフルオロポ
リエーテルコンポジットを含み、
　前記ペルフルオロポリエーテル化合物は、末端オキシシラン基を含み、
　前記オキシアミノシランと前記ペルフルオロポリエーテル化合物のモル比は、約２：１
～約１：１０である、印刷システム。
【請求項１４】
　前記フルオロエラストマーと前記ペルフルオロポリエーテル化合物の重量比は、約５０
：４０～約８５：５である、請求項１３に記載の印刷システム。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、本明細書に記載するような表面層を有するフューザー部材に関する。フュー
ザー部材は、種々のマーキング装置およびマーキング方法で使用するのに適している。
【背景技術】
【０００２】
　支持部材の上にトナー画像を固定するために熱エネルギーを使用することが知られてい
る。熱によって支持材表面の上で電気を帯びたトナー材料を永久的に融合させるために、
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通常は、トナー材料の構成要素が融着し、粘着性になる点までトナー材料の温度を上げる
ことが必要である。この加熱によって、トナーが支持部材の繊維または孔の中である程度
まで流動する。その後、トナー材料が冷却するにつれて、トナー材料の固化によって、ト
ナー材料が支持材にしっかりと結合する。
【０００３】
　典型的には、トナー中で使用する特定の樹脂の軟化範囲に依存して、約９０℃～約２０
０℃またはそれ以上の温度まで加熱することによって、熱可塑性樹脂粒子を基材に融合さ
せる。しかし、基材の温度を実質的に約２５０℃より高い温度まで上げることは、このよ
うな高温では、特に基材が紙の場合には、基材が変色するか、または変換されて燃焼して
しまう傾向があるため、望ましくないことがある。
【０００４】
　電気を帯びたトナー画像を熱融合させるいくつかの手法が記載されてきた。これらの方
法は、加圧接触状態で維持されるロール対、ロールとの加圧接触状態にあるベルト部材、
ヒーターと加圧接触状態にあるベルト部材などの種々の手段によって実質的に同時に熱と
圧力の適用を加えることを含む。ロール、プレート部材またはベルト部材の片方または両
方を加熱することによって熱を加えてもよい。熱、圧力および接触時間の適切な組み合わ
せが与えられたとき、トナー粒子の融合が起こる。トナー粒子の融合をもたらすこれらの
パラメータの調整は、当該技術分野で十分に知られており、特定の機械または処理条件に
合うように調節することができる。
【０００５】
　熱が加えられ、支持材の上でトナー粒子を熱融合させる融合システムの操作中に、トナ
ー画像と支持材を、ロール対またはプレートまたはベルト部材の間に形成された爪によっ
て通す。爪の中に熱を移動させ、同時に圧力を加えると、支持材の上でトナー画像が融合
する。融合プロセスにおいて、通常の操作中に、支持材からフューザー部材へのトナー粒
子のオフセットがないことが重要である。フューザー部材へのトナー粒子のオフセットは
、その後に、機械の他の部分に移るか、またはその後の複写サイクルで支持材に移り、そ
れによって、バックグラウンドが上昇するか、または複写される材料の妨害となることが
ある。トナー粒子が液化し、融合操作中に溶融トナーの分離が起こる点までトナーの温度
が上がると、「ホットオフセット」と呼ばれることが起こり、フューザー部材の上に、一
部が残る。ホットオフセット温度またはホットオフセット温度の低下は、フューザーロー
ルの剥離特性の指標であり、したがって、必要な剥離を与える表面エネルギーが低いフュ
ージング部材を与えることが望ましい。フューザーロールの良好な剥離特性を確保し、維
持するために、フュージング操作中にフューザーロールに剥離剤を塗布することが慣習と
なっている。典型的には、これらの材料、例えば、非官能性シリコーン油またはメルカプ
ト官能性またはアミノ官能性のシリコーン油を薄膜として塗布し、トナーのオフセットを
防ぐ。
【０００６】
　フューザー部材で使用するのに適した代替的な材料を特定することが望ましいだろう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本開示は、フューザー部材に関する。フューザー部材は、フルオロエラストマー・ペル
フルオロポリエーテルコンポジットからつくられる表面層を備えている。
【０００８】
　種々の実施形態では、表面層を備え、表面層が、フルオロエラストマーとペルフルオロ
ポリエーテル化合物を含む反応混合物からつくられるフルオロエラストマー・ペルフルオ
ロポリエーテルコンポジットを含む、フューザー部材が開示される。
【０００９】
　フルオロエラストマーとペルフルオロポリエーテル化合物の重量比は、約５０：４０～
約８５：５であってもよい。
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【００１０】
　ペルフルオロポリエーテル化合物は、末端アミノ基を含むことができる。一部の具体的
な実施形態では、ペルフルオロポリエーテル化合物は、末端オキシシラン基を含み、反応
混合物は、オキシアミノシランをさらに含む。オキシアミノシランは、末端がアミノのシ
ロキサンであってもよい。末端がアミノのシロキサンは、末端がアミノプロピルのポリジ
メチルシロキサンであってもよい。ある変形例では、末端がアミノのシロキサンは、分子
量が約５００～約１５００である。オキシアミノシランとペルフルオロポリエーテル化合
物のモル比は、約２：１～約１：１０であってもよい。
【００１１】
　表面層は、フィラーをさらに含むことができる。フィラーは、表面層の５～約２０重量
％の量で存在していてもよい。フィラーは、カーボンブラック、酸化鉄、カーボンナノチ
ューブ、グラファイト、グラフェン、炭素繊維からなる群から選択されてもよい。フィラ
ーは、平均粒径が約２ナノメートル～約１０ミクロンであってもよい。
【００１２】
　また、表面層組成物を型に堆積させることと、表面層を高温で硬化させることとを含み
、表面層組成物が、フルオロエラストマーとペルフルオロポリエーテル化合物の反応から
つくられるコンポジットを含む、フューザー部材の表面層を製造する方法も開示される。
【００１３】
　硬化は、約４００°Ｆ～約５００°Ｆの温度で行なうことができる。
【００１４】
　フルオロエラストマーとペルフルオロポリエーテル化合物の重量比は、約５０：４０～
約８５：５であり得る。
【００１５】
　場合により、反応混合物は、オキシアミノシランをさらに含む。オキシアミノシランと
ペルフルオロエーテル化合物のモル比は、約２：１～約１：１０であってもよい。
【００１６】
　また、いくつかの実施形態では、表面層を含むフューザー部材を備え、表面層が、フル
オロエラストマーとペルフルオロポリエーテル化合物を含む反応混合物からつくられるフ
ルオロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコンポジットを含む印刷システムも開示
される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、一般的な静電複写装置の図である。
【図２】図２は、本開示の一実施形態にかかるフュージングベルトの断面図である。
【図３】図３は、２層構造を有し、その表面層が、本開示のコーティングを含むフューザ
ー要素の模式的な断面図である。
【図４】図４は、３層構造を有し、その表面層が、本開示のコーティングを含むフューザ
ー要素の模式的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本明細書に開示されるプロセスおよび装置のさらに完全な理解は、添付の図面を参照す
ることによって得ることができる。これらの図は、既存の技術および／または本発明の進
歩を示すことの簡便さおよび容易さに基づく単なる模式図であり、したがって、集合体ま
たはその要素の相対的な大きさおよび寸法を示すことを意図していない。
【００１９】
　明確にするために、特定の用語を以下の記載に使用するが、これらの用語は、図面での
説明のために選択された実施形態の特定の構造のみを指すことを意図しており、本開示の
範囲を定義したり、限定したりすることを意図するものではない。以下の図面および記載
において、同様の機能を有する要素は、同じ数値で参照されていることを理解すべきであ
る。
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【００２０】
　ある量と組み合わせて使用される「約」という修飾語は、示されている値を含み、その
内容によって示されている意味を有する（例えば、特定の量の測定に関連するある程度の
誤差を少なくとも含む）。ある特定の値とともに使用される場合、その値を開示している
と考えるべきである。例えば、「約２」という用語は、「２」という値も開示しており、
「約２～約４」という範囲は、「２～４」という範囲も開示している。
【００２１】
　本明細書で使用する場合、「フューザー」または「固定」部材という用語、およびこれ
らの変形語は、ロール、ベルト（例えば、終端のないベルト）、平坦な表面（例えば、シ
ートまたはプレート）、または熱可塑性トナー画像を適切な基材に固定するのに使用され
る他の適切な形状であってもよい。これは、フューザー部材、加圧部材、または剥離剤供
与部材の形態であってもよく、好ましくは、円柱形ロールの形態であってもよい。
【００２２】
　図１を参照すると、典型的な静電複写複製装置では、複写される元々の光像は、感光部
材の上に静電潜像の形態で記録され、その後、潜像は、電気を帯びた熱可塑性樹脂粒子（
一般的にはトナーと呼ばれる）の塗布によって可視化される。具体的には、感光体１０は
、電源１１から電圧が供給された充電部１２によって、その表面が帯電される。次いで、
感光体は、光学システムまたは画像入力装置１３（例えば、レーザおよび発光ダイオード
）からの光で画像の形に露光され、その上に静電潜像を形成する。一般的に、静電潜像は
、現像ステーション１４からの現像剤組成物と接触することによって現像される。現像は
、磁気ブラシ、パウダークラウド、または他の既知の現像プロセスの使用によって行なう
ことができる。
【００２３】
　トナー粒子を光伝導性表面の上に画像の形状に堆積させた後、トナー粒子は、転写手段
１５によってコピーシート１６に転写され、この転写は、加圧転写または静電転写であっ
てもよい。または、現像した画像を中間転写体に転写し、次いで、コピーシートに転写し
てもよい。
【００２４】
　現像した画像の転写が終了した後、コピーシート１６は、融合ステーション１９（図１
では融合ロールおよび加圧ロールとして示されている）へと進み、コピーシート１６をフ
ュージング部材２０と加圧部材２１の間に通すことによって、現像した画像をコピーシー
ト１６に融合させ、それによって、永久的な画像を作製する。感光体１０は、転写の後に
洗浄ステーション１７に進み、感光体１０５の上に残った任意のトナーを、ブレード２２
（図１に示されている）、ブラシ、または他の洗浄装置によって感光体から洗い落とす。
融合ステーション１９は、ローラーとしてフュージング部材および加圧部材を示している
が、フューザー部材および／または加圧部材は、ベルト、シート、膜または他の同様のフ
ュージング部材の形態であってもよい。
【００２５】
　図２を参照すると、フューザーロール２０の一実施形態とともに、適切な基材部材４の
上にポリマー表面５と、任意の適切な金属（例えば、アルミニウム、陽極酸化アルミニウ
ム、鋼鉄、ニッケル、銅など）から製造され、円筒形と同延の中空部分に配置された適切
な加熱エレメント６を備える中空円筒形またはコアとを備える融合ステーション１９の一
実施形態が示されている。フューザー部材２０は、コア４と表面層５との間に配置された
接着剤、緩衝部または他の適切な層７を備えていてもよい。バックアップまたは加圧ロー
ル２１は、フューザーロール２０と協働し、爪または接触弓部１を形成し、その間をコピ
ー紙または他の基材１６が、その上にあるトナー画像２４がフューザーロール２０のエラ
ストマー表面５と接触するように通る。図２に示されるように、バックアップロールまた
は加圧ロール２１の一実施形態は、剛性の鋼鉄コア２を有し、その上にポリマーまたはエ
ラストマーの表面または層３を有するものとして示されている。液貯め２５は、室温では
固体または液体であってもよいが、操作温度では流体であるポリマー剥離剤２６を含む。
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【００２６】
　ポリマー剥離剤２６をポリマーまたはエラストマーの表面５に塗布するための図２に示
される実施形態では、示されている方向に回転可能に取り付けられた２個の剥離剤運搬ロ
ール２７および２８が、剥離剤２６をポリマーまたはエラストマーの表面５に移動させる
ために提供される。運搬ロール２７は、液貯め２５に部分的に浸っており、液貯めから運
搬ロール２８へと表面剥離剤が移動する。計量ブレード２９を用いることによって、ポリ
マー剥離液の層を、最初に運搬ロール２７に塗布し、次いで、マイクロメートル未満の厚
みから数マイクロメートルの厚みまでの剥離液を制御した厚みでポリマーまたはエラスト
マー５に塗布することができる。したがって、いくつかの実施形態では、計量デバイス２
９によって、約０．１～約２マイクロメートルまたはそれ以上の厚みの剥離液をポリマー
またはエラストマー５の表面に塗布することができる。
【００２７】
　図３を参照すると、融合要素の一実施形態が示されている。図３は、２層構造を有し、
基材３２と、基材の上に配置された表面層３４とを備える融合要素３０を示す。表面層３
４は、フルオロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコンポジットを含む。
【００２８】
　図４を参照すると、３層構造を有するフューザー要素４０が示されている。フューザー
要素４０は、基材４２と、表面層４４と、基材層４２と表面層４４との間に配置されてい
る中間層４３とを備えている。表面層４４は、本開示のコーティング組成物を含み、フル
オロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコンポジットを含む。
【００２９】
　図３および図４に示されるフューザー要素は、フューザーベルトとして示されているが
、本開示のフューザー要素は、任意の適切な構造であってもよい。例えば、フューザー要
素は、シート、膜、ウェブ、箔、片、コイル、円柱形、ドラム、ローラー、終端のない片
、円板、ベルト（終端のないベルト、終端のないつなぎ目のある可とう性ベルト、終端の
ないつなぎ目のない可とう性ベルト、パズルカットのつなぎ目を有する終端のないベルト
などを含む）の形態であってもよい。
【００３０】
　さらに、本開示のフューザー要素が、２層構造および／または３層構造に限定されない
ことが当業者には理解されるだろう。本開示のフューザー要素は、所望な場合、基材と表
面層との間に配置された任意の数の中間層および／または接着層を備えていてもよい。
【００３１】
　一般的に、フルオロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコンポジットは、フルオ
ロエラストマーとペルフルオロポリエーテル化合物（ＰＦＰＥ）の反応からつくられる。
フルオロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコンポジットは、少なくとも２つの様
式でつくることができる。第１の方法では、フルオロエラストマー・ペルフルオロポリエ
ーテルコンポジットは、フルオロエラストマーと、末端アミノ基を含むペルフルオロポリ
エーテル化合物の反応からつくられる。第２の方法では、フルオロエラストマー・ペルフ
ルオロポリエーテルコンポジットは、フルオロエラストマーと、オキシアミノシランと、
末端オキシシリル基を含むペルフルオロポリエーテル化合物の反応からつくられる。
【００３２】
　フルオロエラストマーは、もっぱらヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）、テトラフル
オロエチレン（ＴＦＥ）、フッ化ビニリデン（ＶＤＦ）、ペルフルオロメチルビニルエー
テル（ＰＭＶＥ）、エチレン（ＥＴ）からなる群から選択されるモノマーを含有するコポ
リマーであってもよい。ここで、コポリマーという用語は、２種類以上のモノマーからつ
くられるポリマーを指す。フルオロエラストマーは、通常は、これらのモノマーのうち、
２種類または３種類を含有し、フッ素含有量が約６０ｗｔ％～約７０ｗｔ％である。言い
換えると、フルオロエラストマーは、式（１）の構造を有することができ、
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【化１】

　式中、ｆは、ＨＦＰのモルパーセントであり、ｇは、ＴＦＥのモルパーセントであり、
ｈは、ＶＤＦのモルパーセントであり、ｊは、ＰＭＶＥのモルパーセントであり、ｋは、
ＥＴのモルパーセントであり；ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｊ＋ｋは、１００モルパーセントであり；ｆ
、ｇ、ｈ、ｊ、ｋは、個々にゼロであってもよいが、ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｊは、少なくとも５０
モルパーセントでなければならない。式（１）は、単にそれぞれのモノマーの構造および
それらの相対的な量を示しており、フルオロエラストマー内の結合を記述するものと（す
なわち、５個のブロックを有するものと）解釈すべきではないことを注記しておく。フル
オロエラストマーは、一般的に、優れた耐化学薬品性および良好な物理特性を有する。例
示的なフルオロエラストマーは、Ｔｅｃｎｏｆｌｏｎ　Ｐ９５９としてＳｏｌｖａｙから
、またはＤａｉ－ｅｌ　Ｇ－６２１としてＤａｉｋｉｎから入手可能である（ＶＤＦ－Ｔ
ＦＥ－ＨＦＰターポリマー）。Ｔｅｃｎｏｆｌｏｎ　Ｐ９５９は、１００ｗｔ％のＶＤＦ
－ＴＦＥ－ＨＦＰターポリマーを含有する。
【００３３】
　フルオロエラストマー単独では、インク剥離性が不良な場合がある。ペルフルオロポリ
エーテル化合物を含むことによって、非膨潤性およびインク剥離性を併せ持つフューザー
部材が与えられる。「ペルフルオロポリエーテル化合物」という用語は、少なくとも１つ
のペルフルオロ基と、少なくとも２つのエーテル結合とを含む化合物を指す。いくつかの
実施形態では、ペルフルオロポリエーテル化合物は、末端アミノ基または末端オキシシリ
ル基を有していてもよい。「ＰＦＰＥ」という省略語は、本明細書でペルフルオロポリエ
ーテル化合物を指すために用いられてもよい。
【００３４】
　「ペルフルオロ基」という用語は、完全に炭素原子およびフッ素原子のみで構成される
基を指す。この基は、直鎖、分枝鎖または環状であってもよい。この基は、一価または二
価であってもよい。例示的なペルフルオロ基としては、特に、ペルフルオロメチレン（－
ＣＦ２－）、ペルフルオロエチレン（－ＣＦ２ＣＦ２－）、ペルフルオロメチル（－ＣＦ

３）が挙げられる。
【００３５】
　「エーテル結合」という用語は、２個の異なる原子に共有結合した酸素原子、すなわち
、Ｒ－Ｏ－Ｒを指す。
【００３６】
　末端アミノ基を有するペルフルオロポリエーテル化合物の一例は、以下に式（２）で示
され、
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【化２】

　式中、ｂおよびｃは、独立して、０～１０であり；ｐ、ｑ、ｒ、ｓは、独立して、それ
ぞれのモノマーのモルパーセントであり；各Ｌは、接続基である。例示的な接続基として
は、アルキル、アミド、カルボニル、およびこれらの組み合わせが挙げられる。ペルフル
オロポリエーテル化合物は、平均分子量が約１０００～約３０００であってもよい。式（
２）は、単にそれぞれのモノマーの構造およびそれらの相対的な量を示しており、ペルフ
ルオロポリマー内の結合を記述するものと（すなわち、４個のブロックを有するものと）
解釈すべきではないことを注記しておく。
【００３７】
　「アルキル」との用語は、本明細書で使用する場合、完全に炭素原子およびフッ素原子
のみで構成され、完全に飽和である基を指す。アルキル基は、直鎖、分枝鎖または環状で
あり得る。直鎖アルキル基は、一般的に、式－ＣｎＨ２ｎ＋１を有する。アルキル基は、
一価または二価であり得る。
【００３８】
　「アミド」との用語は、式－ＮＨ－ＣＯ－の基を指す。
【００３９】
　「カルボニル」との用語は、式－ＣＯ－の基を指す。
【００４０】
　上に言及した第１の方法では、末端アミノ基を有するペルフルオロポリエーテル化合物
を使用し、フルオロエラストマーを架橋し、フルオロエラストマー・ペルフルオロポリエ
ーテルコンポジットを作製することができる。ここでは、２個の成分のみが必要である。
ここでは反応機構（１）を２工程で示す。工程（１）では、フルオロエラストマーポリマ
ー鎖は、アミノ基によって脱水素フッ素化されている（ペルフルオロポリエーテルセグメ
ントは、ここでは、空間を節約するためＰＦＰＥと表記されている）。
【化３】

【００４１】
　工程（２）では、ペルフルオロポリエーテル化合物は、２個のフルオロエラストマーポ
リマー鎖を架橋するように作用する。
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【化４】

【００４２】
　または、ペルフルオロポリエーテル化合物は、末端オキシシリル基を有していてもよい
。オキシシリル基は、少なくとも１個の酸素原子と共有単結合しているケイ素原子を含み
、それぞれの酸素原子は、別の原子とも共有結合している。末端オキシシリル基を含む例
示的なペルフルオロポリエーテル化合物を以下に式（３）で示し、

【化５】

　式中、ａは、０～２の整数であり；ｂおよびｃは、独立して、０～１０であり；ｐ、ｑ
、ｒは、独立して、それぞれのモノマーのモルパーセントであり；各Ｌは、接続基である
。例示的な接続基としては、アルキル、アミド、カルボニル、およびこれらの組み合わせ
が挙げられる。オキシシリル基（ＯＲ２）は、例えば、アルコキシであり得る。ペルフル
オロポリエーテル化合物は、平均分子量が約１０００～約３０００であり得る。式（３）
は、単にそれぞれのモノマーの構造およびそれらの相対的な量を示しており、ペルフルオ
ロポリエーテル内の結合を記述するものと（すなわち、４個のブロックを有するものと）
解釈すべきではないことを注記しておく。このようなペルフルオロポリエーテル化合物は
、例えば、Ｆｌｕｏｒｏｌｉｎｋ　Ｓ１０としてＳｏｌｖａｙから市販されており、末端
エトキシシラン基を含み、ｑ＝ｒ＝０である。
【００４３】
　「アルコキシ」という用語は、酸素原子に結合したアルキル基（通常は、直鎖または分
枝鎖）、例えば、式－ＯＣｎＨ２ｎ＋１を有するものを指す。
【００４４】
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　上に言及した第２の方法では、フルオロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコン
ポジットは、フルオロエラストマーと、末端オキシシリル基を含むペルフルオロポリエー
テル化合物と、オキシアミノシランの反応からつくられる。ここでは３つの成分が必要で
ある。
【００４５】
　「オキシアミノシラン」との用語は、酸素原子と共有結合している少なくとも１個のケ
イ素原子を含み、少なくとも１つのアミノ基（－ＮＨ２）を含む化合物を指す。酸素原子
は、加水分解可能な基（例えば、アルコキシ基またはヒドロキシル基）の一部であっても
よい。アミノ基は、ケイ素原子に必ずしも共有結合しているわけではないが、接続基を介
して接続していてもよい。オキシアミノシランの一般式は、式（４）であらわされ、
【化６】

　式中、Ｒは、水素またはアルキルであり；ｐは、１～３の整数であり；ｑは、０～２の
整数であり；Ｌは、接続基である。さらに望ましくは、ｐは、２または３である。もちろ
ん、４－ｐ－ｑは、少なくとも１でなければならない。
【００４６】
　例示的なオキシアミノシランとしては、［３－（２－アミノエチルアミノ）プロピル］
トリメトキシシランおよび３－アミノプロピルトリメトキシシランが挙げられる。３－ア
ミノプロピルトリメトキシシランでは、プロピル鎖は、接続基である。これらのシランは
、例えば、Ｓｉｇｍａ－ＡｌｄｒｉｃｈまたはＵＣＴから市販されている（ＡＯ７００と
して販売）。アミン官能基は、一級、二級または三級のアミンであってもよい。アミノ基
の窒素原子は、フルオロエラストマーと結合していてもよい（すなわち、酸素原子は、フ
ルオロエラストマーと結合していないだろう）。オキシアミノシランの別の基を使用し、
末端がオキシシランの化合物と反応させてもよい。
【００４７】
　オキシアミノシランが、２個以上のケイ素原子を有していてもよいことを注記しておく
べきである。例えば、オキシアミノシランは、末端がアミノのシロキサンであってもよい
。このようなオキシアミノシランの一例は、式（４－ａ）の末端がアミノプロピルのシロ
キサンであり、
【化７】

　式中、ｎは、０～約２５であり得る。式（４－ａ）のシロキサンが２個のアミノ基を含
有することを注記しておく。このシロキサンは、末端がアミノプロピルのポリジメチルシ
ロキサンとして記載することができる。このようなシロキサンは、例えば、ＤＭＳ－Ａ１
１またはＤＭＳ－Ａ１２としてＧｅｌｅｓｔ，Ｉｎｃから市販されている。ＤＭＳ－Ａ１
１は、粘度が１０～１５センチストークス（ｃＳｔ）であり、分子量が７００～１０００
である。ＤＭＳ－Ａ１２は、粘度が２０～３０ｃＳｔであり、分子量が８００～１１００
である。一般的に、末端がアミノのシロキサンは、分子量が約５００～約１５００であっ
てもよい。
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　フルオロエラストマー、末端オキシシリル基を有するペルフルオロポリエーテル化合物
、オキシアミノシランの組み合わせから、コンポジットを作製するとき、複数の網目構造
を生成させることができる。第１に、フルオロエラストマーは、オキシアミノシランのみ
と架橋することができる。第２に、ペルフルオロポリエーテル化合物は、それ自体のみと
反応してペルフルオロポリエーテル網目構造を作製することができる。第３に、オキシア
ミノシランの選択に依存して、オキシアミノシランを架橋剤として使用し、フルオロエラ
ストマーおよび末端オキシシリル基を有するペルフルオロポリエーテル化合物の両方と架
橋することができる。この網目構造の組み合わせは、物理的強度、耐化学薬品性、良好な
インク剥離性／濡れ性をフルオロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコンポジット
に与える。ある網目構造が別の網目構造と共有結合することが可能であり、これはグラフ
トと呼ばれる場合があることを注記しておく。これら３種の異なる網目構造を以下に示す
。
【００４９】
　フルオロエラストマーがオキシアミノシランのみと架橋するとき、第１の種類の網目構
造が生成される。これは、オキシアミノシランが反応性酸素原子をなんら含んでいないと
き（例えば、式（４－ａ）のシロキサン）、またはオキシアミノシランが単にペルフルオ
ロポリエーテル化合物と反応しないときに起こり得る。この反応を以下に反応（２）とし
て示す。
【化８】

【００５０】
　ペルフルオロポリエーテル化合物がそれ自体のみと反応し、ペルフルオロポリエーテル
網目構造を生成するとき（例えば、オキシアミノシランとペルフルオロポリエーテル化合
物が反応することができないとき）に、第２の種類の網目構造が生成される。この反応を
以下に反応（３）として示す。
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【化９】

【００５１】
　オキシアミノシランが、フルオロエラストマーおよび末端オキシシリル基を有するペル
フルオロポリエーテル化合物（ＰＦＰＥ）の両方と架橋することができるとき、第３の種
類の網目構造が生成される。オキシアミノシランが複数の反応性酸素原子を有するとき、
これが起こるだろう。オキシアミノシランが複数のペルフルオロポリエーテル分子と反応
することができることを注記しておくべきである。したがって、ペルフルオロポリエーテ
ルは、フルオロエラストマーとの架橋の中に存在していてもよく、オキシアミノシランの
外側の側鎖の中に存在していてもよい。この反応を以下に反応（４）として示す。
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【化１０】

【００５２】
　得られたコンポジット材料は、フルオロエラストマーの物理的強度および耐化学薬品性
と、ペルフルオロポリエーテルのインク剥離性、高い耐化学薬品性および濡れ性を含む。
【００５３】
　上に言及した両方法において、フルオロエラストマーと、ペルフルオロポリエーテル化
合物と、場合によりオキシアミノシランとの間の反応は、一般的に、溶媒も含有する反応
混合物内で起こる。適切な溶媒としては、ケトン（例えば、メチルエチルケトンまたはメ
チルイソブチルケトン）が挙げられる。他の適切な溶媒としては、Ｎ－メチルピロリドン
、メチルアミルケトン、酢酸エチル、酢酸アミル、アセトンを挙げることができる。
【００５４】
　フルオロエラストマーとペルフルオロポリエーテル化合物の重量比は、約５０：４０～
約８５：５であり得る。オキシアミノシランが存在する場合、オキシアミノシランとペル
フルオロポリエーテル化合物のモル比は、約２：１～約１：１０であり得る。これらの比
率は、反応混合物および最終的な表面層の両方に適用する。
【００５５】
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　所望な場合、表面層は、さらにフィラーを含んでいてもよい。フィラーは、改良された
耐摩耗性、熱伝導性、および／または他の特性を付与することができる。いくつかの実施
形態では、フィラーは、カーボンブラック、カーボンナノチューブ、グラファイト、グラ
フェン、炭素繊維、または金属酸化物、例えば、酸化鉄（ＦｅＯ）であり得る。フィラー
は、平均粒径が約２ナノメートル～約１０ミクロンであり得る。
【００５６】
　フィラーは、存在する場合、表面層の約５～約２０重量％（約７～約１５重量％を含む
）までを構成することができる。フルオロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコン
ポジットは、表面層の約８０～約１００重量％（約８５～約９３重量％を含む）を構成し
ていてもよい。
【００５７】
　所望な場合、表面層は、さらに他のフィラー（例えば、シリカ）を含んでいてもよい。
シリカは、表面層の引張強度を高め、耐摩耗性を高めるのに役立たせることができる。シ
リカは、表面層の約２～約３０重量％（約５～約３０重量％を含む）の量で存在すること
ができる。
【００５８】
　所望な場合、他の添加剤を、このような添加剤を反応混合物に加えることによってフル
オロエラストマー・ペルフルオロポリエーテルコンポジットに組み込むことができる。例
えば、一般的に、アミノ基、ヒドロキシル基またはアルコキシ基を含む任意のポリマーを
上述の反応機構で架橋することができた。
【００５９】
　表面層は、全体的な印刷システムの要求事項に依存して、厚みが約０．５ミクロン（μ
ｍ）～約１００ミクロンであり得る。
【００６０】
　適切な基材材料の例としては、ローラーまたは膜型の基材の場合、金属、例えば、アル
ミニウム、ステンレス鋼、鋼鉄、ニッケルなどが挙げられる。膜型の基材の場合、適切な
基材としては、高い操作温度（すなわち、約８０℃より高い、好ましくは、２００℃より
高い）を可能にし、高い機械強度を示すことを可能にするのに適した高温プラスチックが
挙げられる。いくつかの実施形態では、プラスチックは、曲げ強度が約２，０００，００
０～約３，０００，０００ｐｓｉ、曲げ弾性率が約２５，０００～約５５，０００ｐｓｉ
である。上述の特徴を保持し、フューザー部材の基材として使用するのに適したプラスチ
ックとしては、エポキシ；ポリフェニレンスルフィド、例えば、商品名ＦＯＲＴＲＯＮ（
登録商標）としてＨｏｅｃｈｓｔ　Ｃｅｌａｎｅｓｅから販売、ＲＹＴＯＮ　Ｒ－４（登
録商標）としてＰｈｉｌｌｉｐｓ　Ｐｅｔｒｏｌｅｕｍから入手可能、ＳＵＰＥＣ（登録
商標）としてＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃから入手可能；ポリイミド、例えば、商
品名ＴＯＲＬＯＮ（登録商標）７１３０としてＡｍｏｃｏから販売されるポリアミドイミ
ド；ポリケトン、例えば、商品名ＫＡＤＥＬ（登録商標）Ｅ１２３０でＡｍｏｃｏから入
手可能、商品名ＰＥＥＫ　４５０ＧＬ３０としてＶｉｃｔｒｅｘから販売されるポリエー
テルエーテルケトン、ポリアリールエーテルケトンなど；ポリアミド、例えば、商品名Ａ
ＭＯＤＥＬ（登録商標）としてＡｍｏｃｏから入手可能なポリフタルアミド；ポリエーテ
ル、例えば、ポリエーテルスルホン、ポリエーテルイミド、ポリアリールエーテルケトン
など；ポリパラバン酸など；Ａｍｏｃｏから入手可能な液体結晶性樹脂（ＸＹＤＡＲ（登
録商標））；Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃから入手可能なＵＬＴＥＭ（登録商標）
；ＢＡＳＦから入手可能なＵＬＴＲＡＰＥＫ（登録商標）など、およびこれらの混合物が
挙げられる。他の適切な基材材料としては、フルオロエラストマー、例えば、商品名ＶＩ
ＴＯＮ（登録商標）としてＤｕＰｏｎｔから販売されているもの；シリコーンゴムおよび
他のエラストマー系材料が挙げられる。基材はさらに、上述のいずれかの材料の混合物を
含んでいてもよい。いくつかの実施形態では、基材は、アルミニウムまたはステンレス鋼
を含む。基材は、潜在的に、布地および布地／エラストマーコンポジットを含む多層構造
であってもよい。
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【００６１】
　膜、シート、ベルトなどのような基材は、厚みが約２５～約２５０マイクロメートル、
または一部の実施形態では、約６０～約１００マイクロメートルであり得る。
【００６２】
　中間層で使用される材料の例としては、フルオロシリコーン、シリコーンゴム、例えば
、室温加硫（ＲＴＶ）シリコーンゴム、高温加硫（ＨＴＶ）シリコーンゴム、低温加硫（
ＬＴＶ）シリコーンゴムが挙げられる。これらのゴムは公知であり、商業的に容易に入手
可能であり、例えば、ＳＩＬＡＳＴＩＣ（登録商標）７３５ブラックＲＴＶおよびＳＩＬ
ＡＳＴＩＣ（登録商標）７３２　ＲＴＶ（いずれもＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製）；１０６
　ＲＴＶ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｒｕｂｂｅｒおよび９０　ＲＴＶ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｒ
ｕｂｂｅｒ（いずれもＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ製）；ＪＣＲ６１１５ＣＬＥＡ
Ｒ　ＨＴＶおよびＳＥ４７０５Ｕ　ＨＴＶシリコーンゴム（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｔ
ｏｒａｙ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ製）である。他の適切なシリコーン材料としては、シロキ
サン（例えば、ポリジメチルシロキサン）；フルオロシリコーン（例えば、Ｓｉｌｉｃｏ
ｎｅ　Ｒｕｂｂｅｒ　５５２（Ｓａｍｐｓｏｎ　Ｃｏａｔｉｎｇ（リッチモンド、バージ
ニア）から入手可能））；液体シリコーンゴム、例えば、ビニル架橋した熱硬化性ゴム、
またはシラノールを室温で架橋した材料などが挙げられる。別の特定の例は、Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ　Ｓｙｌｇａｒｄ　１８２である。市販のＬＳＲゴムとしては、Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ製のＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｑ３－６３９５、Ｑ３－６３９６、ＳＩＬＡ
ＳＴＩＣ（登録商標）５９０　ＬＳＲ、ＳＩＬＡＳＴＩＣ（登録商標）５９１　ＬＳＲ、
ＳＩＬＡＳＴＩＣ（登録商標）５９５　ＬＳＲ、ＳＩＬＡＳＴＩＣ（登録商標）５９６　
ＬＳＲ、ＳＩＬＡＳＴＩＣ（登録商標）５９８　ＬＳＲが挙げられる。機能性層は、弾力
性を付与し、必要な場合には、例えば、ＳｉＣまたはＡｌ２Ｏ３のような無機粒子と混合
してもよい。
【００６３】
　中間層で使用するのに適した材料の他の例としては、フルオロエラストマーが挙げられ
る。フルオロエラストマーは、フッ化ビニリデン、ヘキサフルオロプロピレン、テトラフ
ルオロエチレンの２つのコポリマー；フッ化ビニリデン、ヘキサフルオロプロピレン、テ
トラフルオロエチレンのターポリマー；フッ化ビニリデン、ヘキサフルオロプロピレン、
テトラフルオロエチレン、キュアサイトモノマーのテトラポリマーといった種類に由来す
るものであり得る。これらのフルオロエラストマーは、ＶＩＴＯＮ　Ａ（登録商標）、Ｖ
ＩＴＯＮ　Ｂ（登録商標）、ＶＩＴＯＮ　Ｅ（登録商標）、ＶＩＴＯＮ　Ｅ　６０Ｃ（登
録商標）、ＶＩＴＯＮ　Ｅ４３０（登録商標）、ＶＩＴＯＮ　９１０（登録商標）、ＶＩ
ＴＯＮ　ＧＨ（登録商標）；　ＶＩＴＯＮ　ＧＦ（登録商標）；ＶＩＴＯＮ　ＥＴＰ（登
録商標）のような種々の名前で商業的に公知である。ＶＩＴＯＮ（登録商標）という名称
は、Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ，Ｉｎｃの商標である。キュアサイト
モノマーは、４－ブロモペルフルオロブテン－１、１，１－ジヒドロ－４－ブロモペルフ
ルオロブテン－１、３－ブロモペルフルオロプロペン－１、１，１－ジヒドロ－３－ブロ
モペルフルオロプロペン－１、または任意の他の適切な既知のキュアサイトモノマー（例
えば、ＤｕＰｏｎｔから市販されているもの）であってもよい。他の市販されているフッ
素系ポリマーとしては、ＦＬＵＯＲＥＬ　２１７０（登録商標）、ＦＬＵＯＲＥＬ　２１
７４（登録商標）、ＦＬＵＯＲＥＬ　２１７６（登録商標）、ＦＬＵＯＲＥＬ　２１７７
（登録商標）、ＦＬＵＯＲＥＬ　ＬＶＳ　７６（登録商標）が挙げられ、ＦＬＵＯＲＥＬ
（登録商標）は、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙの登録商標である。さらなる市販材料としては、
ＡＦＬＡＳｔｍというポリ（プロピレン－テトラフルオロエチレン）、ＦＬＵＯＲＥＬ　
ＩＩ（登録商標）（ＬＩＩ９００）というポリ（プロピレン－テトラフルオロエチレンビ
ニリデンフルオリド）（これらも、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）、ＦＯＲ－６０
ＫＩＲ（登録商標）、ＦＯＲ－ＬＨＦ（登録商標）、ＮＭ（登録商標）ＦＯＲ－ＴＨＦ（
登録商標）、ＦＯＲ－ＴＦＳ（登録商標）、ＴＨ（登録商標）、ＮＨ（登録商標）、Ｐ７
５７（登録商標）ＴＮＳ（登録商標）Ｔ４３９（登録商標）、ＰＬ９５８（登録商標）、
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ＢＲ９１５１（登録商標）、ＴＮ５０５（登録商標）として特定されるＴｅｃｎｏｆｌｏ
ｎ（Ａｕｓｉｍｏｎｔから入手可能）が挙げられる。
【００６４】
　３種類の既知のフルオロエラストマーの例は、フッ化ビニリデン、ヘキサフルオロプロ
ピレン、テトラフルオロエチレンのうち、２つのコポリマー；例えば、ＶＩＴＯＮ　Ａ（
登録商標）で商業的に知られているもの；ＶＩＴＯＮ　Ｂ（登録商標）として商業的に知
られているような、フッ化ビニリデン、ヘキサフルオロプロピレン、テトラフルオロエチ
レンのターポリマー；フッ化ビニリデン、ヘキサフルオロプロピレン、テトラフルオロエ
チレン、キュアサイトモノマーのテトラポリマー、例えば、ＶＩＴＯＮ　ＧＨ（登録商標
）；ＶＩＴＯＮ　ＧＦ（登録商標）で商業的に知られているもののような種類に由来する
。
【００６５】
　フルオロエラストマーであるＶＩＴＯＮ　ＧＨ（登録商標）およびＶＩＴＯＮ　ＧＦ（
登録商標）は、フッ化ビニリデンの量が比較的少ない。ＶＩＴＯＮ　ＧＦ（登録商標）お
よびＶＩＴＯＮ　ＧＨ（登録商標）は、約３５重量％のフッ化ビニリデンと、約３４重量
％のヘキサフルオロプロピレンと、約２９重量％のテトラフルオロエチレンと、約２重量
％のキュアサイトモノマーとを有している。
【００６６】
　中間層２２０の厚みは、約３０ミクロン～約７，０００ミクロン、または約１００ミク
ロン～約８００ミクロン、または約１５０～約５００ミクロンであり得る。例えば、ロー
ル構造の場合、厚みは、約５，０００ミクロン～約７，０００ミクロンであり得る。
【００６７】
　フューザー部材の表面層を製造する方法も開示されている。この方法は、表面層組成物
を型に堆積させることと；表面層を高温で硬化させることとを含む。表面層組成物は、フ
ルオロエラストマーと、ペルフルオロポリエーテル化合物と、場合によりオキシアミノシ
ランとを含む。
【００６８】
　フローコーティングによって、または注ぐことによって堆積させてもよい。型から表面
層の質感を与える。硬化を、約４００°Ｆ～約５００°Ｆの温度で行なうことができる。
硬化を、約１５分～約４８時間の時間行なうことができる。
【実施例】
【００６９】
　（比較例１）
　比較例１の場合、Ｄａｉ－ｅｌ　Ｇ－６２１フルオロポリマーを含む表面を評価した。
固体フルオロエラストマーをＭＩＢＫに加え、固形分が２０重量％のポリマー溶液を作製
した。アミノシラン架橋剤を加えた。この材料をロールミルで１０～１５分間回転させ、
次いで、適切に調製した基材に対し、すぐにコーティングした。コーティングされた材料
配合物から溶媒を除去したら、対流式オーブン中、４５０°Ｆで１６時間加熱した。
【００７０】
　（実施例１）
　実施例１の場合、Ｄａｉ－ｅｌ　Ｇ－６２１フルオロポリマーと、配合物（から溶媒を
引いたもの）の重量の１０ｗｔ％のＦｌｕｏｒｏｌｉｎｋ　Ｓ１０のコンポジットからつ
くられた表面を評価した。固体のフルオロエラストマーをＭＩＢＫに加え、固形分が２０
重量％のポリマー溶液を作製した。８０℃で加熱し、一定速度で撹拌しつつ、アミノシラ
ンカップリング剤を上の溶液に加えた。約５分後、ＰＦＰＥグラフト材料（Ｆｌｕｏｒｏ
ｌｉｎｋ　Ｓ１０）を上の溶液に加え、撹拌を２～４時間続けた。この材料を冷却し、さ
らなるアミノシラン架橋剤を加えた。この材料をロールミルで１０～１５分間回転させ、
適切に調製した基材に対し、すぐにコーティングした。コーティングされた材料配合物か
ら溶媒を除去したら、対流式オーブン中、４５０°Ｆで１６時間加熱した。
【００７１】
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　（試験および結果）
　接触角、すべり角、印刷評価を行なった。接触角およびすべり角の評価をヘキサデカン
を用いて行った。
【００７２】
　表１は、Ｇ６２１と１０％Ｆｌｕｏｒｏｌｉｎｋ　Ｓ１０（Ｅ１）を含むコンポジット
を含む表面と比較して、Ｇ６２１（Ｃ１）のみを含む表面について、接触角とすべり角を
示す。
【表１】

【００７３】
　ヘキサデカンに対する接触角は、比較例１よりも実施例１で大きく、このことは、Ｆｌ
ｕｏｒｏｌｉｎｋ　Ｓ１０コンポジットが疎油性であることを示す。すべり角の評価から
、ヘキサンは、実施例１の表面をすべり落ち、一方、ヘキサンは、比較例１の表面にくっ
ついていることを示した。このことは、フルオロポリマー単独と比較して、本開示のコン
ポジットの非粘着性であることを示す。水、ジヨードメタン、ホルムアミドを用い、表面
エネルギーを計算した。表面エネルギーのデータは、比較例１のフルオロポリマーと比較
して、実施例１のコンポジットの顕著な低下を示し、さらに、ペルフルオロポリエーテル
を含む表面の非粘着性および混入防止特性の増加を示す。
【００７４】
　実施例１および比較例１の材料でコーティングされたフューザーベルトを備えるＣｈａ
ｍｏｎｉｘプリンタを用い、印刷試験を終了した。両ベルトを用いた印刷試験について、
比較可能な印刷品質を観察した。光沢は、コンポジットを含むベルトについて、わずかに
低かった。
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